
 

 

 

                                                                  校長  槙島 良治 
  

  暑い１学期も間もなく終わりになります。子どもたちは毎日の学習や生活の中で、日々成長をしております。
とても嬉しいことです。また、ここまで子どもたちが大きな事件、事故に巻き込まれることなく、充実した学校
生活が過ごせていますのは、保護者の皆様のご理解・ご支援のおかげです。大変ありがとうございます。 
 今回は、私が尊敬する先輩校長よりいただいた資料の中から紹介したいと思います。 
 

 その家は、小学校の通学路沿いにありました。タロはその家で飼われていた飼い犬で
す。子どもたちは動物が大好き。下校する子どもたちにタロはいつも遊んでもらってい
ました。そんな中に一人の女の子がいました。内気な彼女は帰り道、いつも一人ぼっち
で真っ赤なランドセルを重そうに背負って下を向いて歩いていました。彼女がタロの
前を通るといつもタロが尻尾を振って、じゃれつきました。女の子はタロと会うのが毎
日の楽しみになりました。 
 そんなある日、タロが病気で亡くなってしまったことと、今までかわいがってくれて

ありがとうというお礼が書かれた張り紙が出されました。小学校へ通っていた子どもたちはもちろん、女の子は
どんなにかさびしく思ったでしょうか。 
 「みんな、長い間かわいがってくれてありがとう」という張り紙が出された翌日、その家のポストに、名前の
書かれていない１通の手紙が入っていました。 

 

 

 

 
 
 
 
  この手紙を受け取ったタロの飼い主は、新聞の投書欄に返事を出しました。 
 
 
 
 
 
 
  タロの飼い主さんは小学校の通学路沿いにお住まいなのですから、小学校を訪ねて、「こんなお手紙をいただ
いたので、どうか校長先生、その子を探してお返事を渡してあげてくださいませんか。」ということもできたは
ずです。でも、新聞の投書欄を通じて女の子に「ありがとう」を伝えることで、ありがとうの輪とホカホカな思
いが大きく広がったと感じます。  （一部修正） 

 
 とある町の中で起きた小さな小さな出会いと別れ。そこで生まれた「ありがとう」の温かな心。「ありがとう」
の心の伝え方を考えさせられる話だなあと思います。 
 さて、私たちは一日に何回ぐらい「ありがとう」と言ったり、言われたりしているのでしょうか？数えたこと
はありませんが、全く他人と会わないで一人でいるとき以外は０ということはほとんどないのではないかと思
います。 
 本校でも毎日たくさんの「ありがとう」が言ったり言われたりしています。そしていろいろな方法で「ありが
とう」が表現されています。とても喜ばしいことです。今後も、感謝の気持ちを様々な形で表せる人間を育てて
いきたいと思っております。２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 
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〈タロの飼い主様へ〉 

 私はタロの友達でした。学校からの帰り道にいっしょに帰る人がいない中、タロは私の手をなめてくれ

、とってもあたたかい気持ちになれました。そして、いつものようにタロと会っていると、クラスの子が

「いっしょに帰ろう」と、さそってくれました。タロのおかげで犬友達もできました。タロのいない小屋

を見るとさみしくてなりません。                        <タロの友達より> 

〈タロの友達さんへ〉 

 タロはいつもあなたの帰りを待っていました。あなたのような心優しい子と友達になれてタロは幸せで

した。お友達ができたんですね。タロもあの世できっと喜んでいます。お手紙ありがとう。 

                                       <タロの飼い主より> 



 

 

７月３０日(木)、８月１３日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ８月１０日(月) 全校レクリェーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月３０日(木)に講師として松原様と中西様、

そして盲導犬の「マンサ（メス５歳）」をお招き

して、中学生対象に「先輩から学ぼう」の授業が

行われました。また、８月１３日(木)には「日本

航空（ＪＡＬ）の国際線機長である遠田様、キャ

ビンアテンダントの神田様をお招きして、小学４

年生以上は「夢プロジェクト」、中学生は第２回

目の「先輩から学ぼう」の授業が行われました。 

どちらの講師からも普段の学習では知ることの

できない興味深い話をたくさん聞くことができ、

有意義な時間となりました。特に小学生は、パイ

ロットの仕事の内容だけでなくキャリーバッグに

入っている持ち物や飛行機のことなどはじめて知

ることも多く、驚きの連続となったようです。 

学習の後のまとめでは、飛行機にかかわる仕事

で大切にしていることへの気付きや、自分の夢に

ついて書かれたものが多数ありました。中にはパ

イロットになりたいという将来への希望をもった

子もいたようです。 

児童生徒会・学級委員会主催の全校レクが８月
１０日(月)に行われました。ボスである「ブラッ
クデリー」に奪われた「志ポスター」を取り返す
ために、掃除の縦割り班ごとに分かれて課題に取
り組むというストーリー仕立ての内容です。 
校内各所に設けられた様々な課題に子どもた

ちが取り組みました。スプーンリレーやペットボ
トル倒し、ボール早渡しなど、課題に合格すると
ブラックデリーの居場所のヒントを示すキーワ
ードがもらえます。そして、３つのキーワードを
手に入れると、ポスターの隠された場所が分かる
ようになります。 
上学年の子どもたちが、お兄さんお姉さんぶり

を発揮するかと思えば、誰よりも興奮して課題に
取り組むなど様々な子どもたちの姿を見ること
ができました。 
小学１年生から中学３年生まで一緒に活動で

きるのも日本人学校ならではのよさの一つです。
今回の全校レクだけでなく、掃除の時間もチーム
ワークよく取り組んでほしいと思います。 
児童生徒会・学級委員会の子どもたちはこの日

のために時間をさいて準備してきました。楽しい
企画を大成功でした。取り戻した「志ポスター」
はエントランスに掲示してあります。学校におい
での際にぜひご覧ください。 

講演の間もおとなしく伏せている盲導犬マンサ。賢いですね。 

ご講演の後、子どもたち１人１人が記念品をいただきました。 

今後もキャリア教育の一環として、外部講師

を招いての学習を考えています。ご紹介いただ

ける講師の方がいらっしゃいましたら、ぜひお

願いいたします。 

見事１番早く課題をクリアした子どもたち、記念写真を１枚。 

さあ、全校レクの始まりです。「志ポスター」を見つけるぞ！ 

課題をクリアするためには、班のみんなの協力が大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

７・８月の転出入（８月２１日まで） 

転 入 ＋５名 転 出 －２６名 

金木 凜太郎（小３） 

上村 碧唯（小３） 

花房  興（小１） 

小倉 由依（小４） 

麥倉 世梨奈（小３） 

釣  和侍（小３） 

谷川 花凜（中１） 

谷川 大和（小５） 

川口 慈温（小１） 

石田  凛（小１） 

柴邨 創汰（小３） 

嶋田 佐津（小５） 

川谷 碧士（小３） 

川谷 蒼空（小３） 

今浦 良映（中２） 

今浦 礼那（小５） 

今浦 秀亮（小３） 

小野 智晶（小２） 

平岡 優希（小５） 

平岡 和真（小２） 

東  美緒（中２） 

東  里穂（小６） 

東  優衣（小４） 

山形 統優（中２） 

都竹 奈々香（中２） 

都竹 良輔（中１） 

都竹 佑斗（小５） 

桜谷 太郎（小５） 

桜谷 洋太（小２） 

永田 遼真（中１） 

永田 和樹（小６） 

現在の児童生徒数：計２４９名 

８月５日(水)、文部科学副大臣の藤井基之（ふ
じい もとゆき）様が本校を訪問され、学校の様
子や子どもたちの学習ぶりをご覧になりました。 
藤井様は、８月４日(火)から８日(土)までイン

ドを訪問され、その日程の中に日本人学校の様子
を見ていただく今回の機会が設けられました。 
訪問は 10:20～11:15 の約１時間で短いもので

したが、校長より本校の概要説明を受けられた
後、校舎内を回られて校舎の様子をご覧になりま
した。新校舎で学習する子どもたちの学習ぶりを
参観され、１年生の子どもたちのユニークな発言
に思わず笑ってしまう場面もありました。子ども
たちは副大臣の訪問にも特別な緊張感もなく、普
段どおりの授業の姿を見せていました。 
中学生はテスト期間だったため、参観は行いま

せんでしたが、真剣にテストに向かう子どもたち
の姿を窓越しにご覧になっていました。 

◆秋休み中の校舎利用について◆ 
８月２２日(土)から３０日(日)の間、日本人学

校は秋休みとなります。プールや図書室の開放は

行っていますので、ご利用ください。鍵が開いて

いても許可なく新校舎や体育館などに入ること

はできません。もし、何かの必要があって入りた

い場合は、職員室に日直の職員がおりますので必

ず連絡をお願いします。 

７月２９日(水)に、３年１組の研究授業が行わ
れました。どのような授業を行うことで子どもた
ちの表現力を高めていくことができるかを、具体
的な授業での実践を通して考えていくことが目
的です。 
授業の後の協議会でもグループごとに様々な

意見が出されました。職員も少しでも授業をよい
ものにしていこうと勉強を続けています。本年度
は年間３回の研究授業が実施される予定です。 

◆エマ先生ご結婚◆ 
本校の英語講師である「エマ・イト

ウ」先生が８月１０日(月)にめでたく

結婚式を挙げられました。おめでとう

ございます♪ 

旦那様がわざわざ学校にあいさつ

のためにおいでになりました。オース

トラリアの方だそうです。末永くお幸

せに！エマ先生は、これからも日本人

学校の英語講師を続けられます。 
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２年 学年 69.2 76.5 92.4 79.3 97.4 78.3 80.9 84.6 82.7

全国 66.3 66.4 83.3 68.9 94.0 71.9 74.1 82.3 81.0

全国比 104 115 111 115 104 109 109 103 102

３年 学年 61.2 82.1 79.8 67.8 86.1 63.8 79.8 89.1 81.8

全国 61.6 81.4 73.6 59.6 84.3 69.8 72.0 86.3 77.4

全国比 99 101 108 114 102 91 111 103 106

４年 学年 74.9 86.2 78.4 75.5 81.7 70.8 82.6 83.5 90.6 77.8 80.1 85.2 88.2 81.2 79.4 87.5 87.3

全国 72.6 77.1 60.5 56.6 71.5 73.4 74.1 73.5 84.0 71.6 64.3 71.3 77.1 82.3 70.9 81.0 82.7

全国比 103 112 130 133 114 96 111 114 108 109 125 119 114 99 112 108 106

５年 学年 70.6 81.7 71.8 64.6 77.2 72.9 72.8 80.6 77.9 70.4 72.0 76.4 74.0 79.3 67.6 78.8 75.5

全国 66.0 76.7 58.6 51.1 67.9 68.9 70.6 75.9 76.8 67.6 61.4 65.1 63.3 78.2 66.5 74.6 74.4

全国比 107 107 123 126 114 106 103 106 101 104 117 117 117 101 102 106 101

６年 学年 77.8 88.9 72.8 68.3 79.1 80.3 85.2 88.9 86.0 81.0 77 88.7 83.8 82.7 81.6 88.8 84.1

全国 67.5 76.1 55.9 48.4 58.1 71.1 72.1 80.5 75.7 67.6 57.1 69.3 69.3 73.8 72.8 78.1 72.4

全国比 115 117 130 141 136 113 118 110 114 120 135 128 121 112 112 114 116

７年 学年 79.7 83.0 84.5 73.9 83.8 83.2 84.1 86.2 77 79.1 66.6 81.4 84.1 82.6 71.7 89.2 81.4

全国 65.7 70.8 64.4 55.7 69.4 67.7 68.4 66.6 60.1 63.7 49.7 64.5 66.8 70.7 58.9 78.8 66.2

全国比 121 117 131 133 121 123 123 129 128 124 134 126 126 117 122 113 123

８年 学年 70.5 78.2 73.1 59.6 65.3 70.6 65.9 77.8 70.8 70.8 66.5 78.0 76.9 70.4 61.2 79.2 68.7 76 91.2 92.3 80.5

全国 65.2 65.2 59.8 43.2 52.0 63.7 57.7 66.7 64.2 616 42.5 58.3 58.6 66.3 53.5 71.0 60.6 63.4 67.7 73.3 63.3

全国比 108 120 122 138 126 111 114 117 110 115 156 134 131 106 114 112 113 120 135 126 127

９年 学年 77.5 93.7 83.3 73.3 66.7 66.3 53.6 76.9 72.3 65.3 64.8 83.7 87.5 69.7 70.9 77.3 65.8 79.1 87.7 87.8 77.4

全国 67.1 81.7 71.7 52.1 52.5 67.5 43.1 64.9 64.8 64.6 42.9 59.8 67.6 67.8 60.0 65.2 61.8 67.5 57.9 65.0 63.0

全国比 115 115 116 141 127 98 124 118 112 101 151 140 129 103 118 119 106 117 151 135 123

全国との比較

・・・大変よい（全国比より20ポイント以上上回っている） 【１２０～】

・・・よい（全国比より10ポイント以上、上回っており20ポイント以下） 【１１０～１１９】

・・・全国並み（全国比と同等もしくは全国比より10ポイント以内上回っている） 【１００～１０９】

・・・努力項目（全国平均に足りない） 【９９～】

平成２７年度　CRT　観点別結果一覧
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１．結果資料の数値について 
  ・「学年」・・ニューデリー日本人学校各学年の各教科・各観点の数値（最高値は１００） 
  ・「全国」・・全国の各教科・各観点の数値（最高値は１００） 
  ・「全国比」・・ニューデリー日本人学校と全国の比率（１００が基準） 
２．結果から 
  ・全国比同等または上回っている観点 → 全１２８観点中１２３観点（９６％） 
  ・全国比より１０ポイント以上、上回っている観点 → 全１２８観点中９１観点（７１％） 
  ・昨年の自分達の成績より上回った観点 → 全１０７観点中６２観点（５７％）     

※ただし、下回った観点も、全国比を上回った状態からの変化であることが多い。 
 
＜成果＞ 
○ ほぼすべての観点で、全国比を上回っており、学習状況は良好であると言える。 
○ 特徴として、学年が上がるに従って、全国比を大きく上回る観点の数が増えており、学力の確かな定着が見られる。 
○ 昨年の自分たちの成績を上回った観点が５７％と、半数以上の観点で、１年間の成長が見て取れる。 
＜課題＞ 
○ 各学年の各教科の観点の中で、ほぼ全国比を上回っているものの、関心・意欲・態度の数値が低い科目が目立つ（
全３０科目中１７科目が該当）アンケートに対する自己評価への厳しさなどが考えられるが、引き続き児童生徒の興
味・関心を引きつける授業を実践していく。 


